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会   議   録   概   要 

会 議 の 名 称 令和５年度第１回ひろさき教育創生市民会議 

開 催 年 月 日 令和５年１０月３０日（月） 

開 始 ・ 終 了 時 刻 午後２時 から 午後４時 まで 

開 催 場 所 弘前文化センター 小ホール（弘前市大字下白銀町１９－４） 

座 長 の 氏 名 国立大学法人弘前大学 教育学部 学部長 福島 裕敏 

出 席 者 

委員 福島 裕敏 

委員 萩臺 美紀 

委員 奥野 武志 

委員 木村 文宣 

委員 木村 憲夫 

委員 古川 浩樹 

委員 鈴木 勝久 

委員 長内 かおる 

委員 佐藤 忠全 

委員 相馬 隆子 

委員 矢田 公夫 

委員 佐藤 信隆 

委員 福井 深雪 

委員 椛澤 睦子 

委員 髙野 光 

委員 佐藤 義光 

委員 黒木 和実 

委員 山本 勝則 

委員 佐藤 滋子 

委員 藤田 俊彦 

委員 佐藤 優輝 

委員 猪股 豊 

委員 花田 流久 

委員 佐藤 智絵 

委員 清宮 絵里子 

欠 席 者 委員 福島 龍之 委員 浅原 奈苗 委員 成田 祐介 

事 務 局 職 員 の 

職 氏 名 

教 育 長 吉田 健 

教 育 総 務 課 長 菅野 洋 

学 務 健 康 課 長 相馬 隆範 

教育センター所長 成田 頼昭 

学校整備課長補佐 安田 広記 

生 涯 学 習 課 長 原 直美 

博物館長兼高岡の森弘前藩歴史館長  熊谷 義昭

中 央 公 民 館 長 中川 元伸 

中央公民館主幹兼学習支援係長  工藤  俊介 

会 議 の 議 題 「弘前市総合計画の教育関連部分について」 

会 議 資 料 の 名 称 弘前市総合計画後期基本計画（抜粋） 

会 議 内 容 

（発言者、発言内容、

審議経過、結論等） 

１ 開会 

２ 教育長挨拶 

３ 委員紹介 

４ 組織会 

５ 議事 

６ その他 

７ 閉会 
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【内 容】（概要） 

４ 組織会  

組織会において、座長が福島裕敏委員、座長代理が佐藤義光委員に決

定した。 

 

５ 議事 

「弘前市総合計画の教育関連部分について」 

・説明を受けての意見や感想 

・各委員自身や所属等の活動で考えていることなど 

（座長） 

今回の議題は、弘前市総合計画の教育関連部分についてです。 

この後、教育総務課から弘前市の行政運営の最も基本となる弘前市総合

計画のうち教育に関する部分について、説明いただきます。 

委員の皆様には説明の後に、計画に対するご意見やご感想、もしくは今

それぞれの皆さんの立場で色々活動していての考えなど、どんなことで

も構いませんので、1人ずつ順番にお話いただきたい。 

 

（事務局説明） 

（資料：弘前市総合計画後期基本計画（抜粋）） 

概要として 19、20、37、38、45、46 ページを説明 

主な施策として 45、46 ページを説明 

（45 ページ） 

施策２健やかな体を育成する教育活動の充実でございます。 

先ほどの後期基本計画の基本方針として、健康都市弘前の実現を掲げて

いることをお話いたしました。 

この施策は、健康教育や食育、体力運動能力向上に向けた取り組みによ

り、児童生徒の健康に対する意識が向上、定着することで、健やかな体

となり、ひいては健康寿命が延びることが期待されるものであり、弘前

市が目指す健康都市弘前の実現と大いに関わりのある施策であります。 

なお、今年度は全市立小・中学校で、フッ化物洗口を実施し、虫歯予防

を行っております。 

（61 ページ） 

政策の方向性 3 教育環境の充実の施策 3、快適で安心して過ごせる教育

環境の整備についてご説明いたします。 

弘前市では、昭和 40 年代から 50 年代にかけての児童生徒の急増に対応

するため、多くの校舎等を整備して参りましたが、現在はその時期に新

築された校舎等の老朽化が進んでおります。 

しかしながら、児童生徒の安全を確保するとともに、教育環境を整える

ことは重要な政策であり、最優先で取り組む必要があるものの一つと考

えております。学校におけるトイレの洋式化、屋根の改修、屋内運動場
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の暖房機器の更新など、学校設備の改善を進めるとともに、計画的に小

中学校の改築についても検討して参りたいと考えております。 

 

（座長） 

1 点だけ私の方から、この施策２健やかな体を育成する教育活動の充実

っていうことで、先ほど市内の小・中学校さんの方で、フッ化物洗口を

行う話があったが、学校でやってくれるのはありがたい、良いことだと

思うが、ほかに健康教育の推進の面で、少しこれから力入れていきたい

とか、皆さんの協力を得たいと思っているところはありますか。 

 

（学務健康課長） 

今後、新たに力を入れていくところがあるかとのお話でございます。 

現在市の方で、株主株式会社カゴメさんが作ったベジチェックという、

野菜の摂取量を見える化してデータ化した、測定できる機器がございま

す。 

それを健康教育に活用しようということで、今年度から学校現場の方で

も、文化祭などの学校に保護者の方が集まる様々なところに、持って行

って体験していただく取り組みを行っております。これを来年度もう少

し拡大していこうと考えています。 

 

（座長） 

それでは委員の方々には、自己紹介を兼ねて、今の説明を踏まえてでも

結構ですし、また普段所属されているご自身の立場や活動の中で教育に

ついて考えていることを、今回お話いただいて、共有していきたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

 

○各委員からの意見・感想など 

 

 各委員からの自己紹介を兼ねた活動紹介と情報共有 

 

(座長まとめ) 

 私からは今日伺って、ウェルビーイングという言葉が文部科学省の教

育基本振興計画の中でも入れられているが、そういった子ども、もしく

は社会のウェルビーイングという視点から、いろいろ本日聞いたお話も、

また考えて深めていくそういう視点があるのかなと思って伺っておりま

した。 

やはり、子どもが生まれて老いて死んでいくまで、人が生きていく中で

どう社会と関わって、それぞれが幸せに生きているのかという視点から、

色々なものを見直していかなきゃいけないことはあるのかなと思って拝

聴させていただきました。 

こうやって、色々な立場の方がいる弘前市は文化的、もしくは歴史的に
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ある種、社会関係資本の高い地域なんだなっていうことを改めて実感さ

せていただきました。この会議の内容が色々な人々の教育に還元されて

いくような、またそのような契機になっていきたいと思っていますので、

皆様におかれましては、どうか今後ともよろしくお願い申し上げます。 

 

６ その他 

（生涯学習課） 

令和５年度第２回会議の日程等について連絡。 

 

７ 閉会 

 
 


